
令和 8 年 2 月 20 日

報道機関各位 

筑後市郷土資料館　出張特別展示 

1964年東京オリンピック金メダリスト

東洋の魔女　大﨑雅子氏　寄贈資料展

東京オリンピック選手ブレザー（大﨑氏寄贈品）   1964 年 11 月 12 日羽犬塚駅前パレード写真

■名　称 1964 年東京オリンピック金メダリスト

東洋の魔女　大﨑雅子氏　寄贈資料展

■日　時 令和 8 年 3 月 1 日（日）～　令和 8年 3月 15 日（日）

9：00～17：00（月曜は休館）

■場　所 サザンクス筑後　ギャラリー（筑後市大字若菜 1104）

■目　的 筑後市出身の大﨑（旧姓：近藤）雅子さんから、1964 年東京オリンピック金

メダル獲得に関する品々の寄贈を受け、郷土の偉人の功績を称える目的で特

別展を開催するもの。

■経　緯 令和 7 年 11月に大﨑さんより、「筑後市のスポーツ（バレーボール）の発展

に寄与したい」との申し出があり 1964 年東京オリンピック金メダル獲得に関

連する資料 37点の寄贈を受けた。令和 8 年 1 月 29 日に西田市長が大﨑さん

を訪問し、感謝状を贈呈した。

■内　容 寄贈された 1964 年東京オリンピック選手ブレザーや女子バレーボールチー

ムジャージ、背番号エンブレム、写真、表彰状、記念品等を展示する。

■特　徴 1964 年東京オリンピックから 61 年が経過し、当時を知る方々も少ない。筑

後市出身の方にオリンピック金メダリストがいたことを、若年層をはじめ、

多くの市民の方々へ知っていただき、筑後市のスポーツが更に発展すること

を願うために実施するもの。
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大﨑
おおさき

 雅子
ま さ こ

 さん 

1941 年 3 月 27 日生まれ（84 歳） 

筑後市出身（旧姓：近藤
こんどう

 雅子さん） 

日本の女子バレーボール選手 

1964 年東京オリンピック女子バレ

ーボール金メダリスト 

ポジション：アタッカー 

「東洋
とうよう

の 魔女
ま じ ょ

」と呼ばれ 1964年東京オリンピック女子バレーボールで金メダ

ルを獲得し 世界的に活躍した選手 

 
 
 

大﨑（旧姓：近藤）雅子氏の略歴 

1953年（昭和 28年） 古川小学校卒業 

1956年（昭和 31年） 古川中学校卒業 

1959年（昭和 34年） 八女津女子高等学校卒業（現：八女学院高等学校） 

1960年（昭和 35年） 実業団チーム倉敷紡績女子バレーボールチーム 

1964年（昭和 39年） 東京オリンピック代表に倉紡倉敷から選出 

1964年（昭和 39年）10月 23日 東京オリンピック金メダル獲得 

1964年（昭和 39年）11月 12日 筑後市で市中パレード・歓迎会の開催 

2025年（令和 7年）11月 5日 東京オリンピック金メダル獲得に関する資料の寄贈 

 



 
 

 

 
 
 

 
展示予定の寄贈品（一部） 

 

 
 

東京五輪(1964) 日本代表選手団開会式
ブレザー 

東京五輪(1964) 表彰式で着用のジャー
ジ 

筑後市へ凱旋時のパレード写真（羽犬塚
駅前） 

パレード後の歓迎会写真 



 
広報ちくご 1964 年 12 月号 「おめでとう近藤さん 金メダルをおみやげに郷土入り」 
 



 
広報ちくご 1964年 12 月号 「近藤選手おかえりなさい」 
 

広報ちくご 1964 年 10 月号 「近藤選さんがんばれ 郷土が生んだオリンピック選手」 
 
 
 
 
 
 



2026年 1月 29日 西田市長から大﨑氏へ感謝状

を贈呈（市長の首には大﨑氏が 1964 東京オリン

ピックで獲得した金メダルが掛けられています） 
 
 
 
 
 
 

【市長面会時のインタビューと書面にてお返事をいただいたもの】 
１．子供の頃の筑後市の思いでは？ 
小さい頃は水田天満宮のお祭りによく行きました。また、中ノ島の大楠や桜並木はすごく

きれいで懐かしいですね。矢部川にはよく泳ぎに行きました。 
２．バレーボールはいつごろから始めたか？ 
古川小学校 6年生頃から始めました。当時の先輩たちが強かったんです。 
それからチームから何人か八女津女子高等学校（現：八女学院高等学校）に進学しました。
高校では県大会に出場するくらいのレベルだったが、実業団チームの倉敷紡績女子バレ 

ーボールチームの監督が見に来ていて、「是非うちにきて欲しい」ということでお世話にな
りました。 
３．オリンピック選手に選ばれた時の感想は？ 
全く選ばれるとは思っていなかったが、大松先生には、よく声を掛けられていました。私

は運が良かったと思います。周りの人やチームに恵まれたと思います。両親ともに当時とし
ては身長があった方だと思いますし、健康に生んでくれた両親に感謝しています。 
４．オリンピックの雰囲気は？ 
 最高に楽しかったが、倉紡の代表というプレッシャーは強かった。 
５．オリンピックの思い出は？ 
当時の練習方法は、あり得ないほど厳しく、今考えるとおかしな練習もあったと思います

（回転レシーブやうさぎ跳びなど）。昼食もチームを半分に分けてとっていましたが、練習
がきついのであまり食べられなかったり、吐いたりする選手もいました。あと、レシーブの
時にユニフォームが破れるので、エプロンみたいな前掛けをして練習していました。 
６．金メダルを獲った時の感想は？ 
 ホッとした気持ちが強かったが、後々嬉しさが湧いて来ました。 
７．筑後市へ凱旋した時の感想は 
夢のようでした。両親が喜んでくれたのが一番の幸せでした。 

８．バレーボールをする子どもたちに伝えたいことは 
自分で始めた事は「続けてやる」ことだと思います。 
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